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低線量率放射線長期照射による染色体異常の誘発 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 高及び低線量率放射線を照射されたマウスの脾リンパ球における転座型染色体異常誘発 

     A：890 mGy/分、B：20 mGy/日、C：1 mGy/日、D：0.05 mGy/日。 
 

マウスの細胞には 20対 40本の「染色体」と呼ばれる構造があります。それぞれの染色体を蛍光色

素で別々の色に染め分ける方法を用い、低線量率放射線照射による染色体異常誘発を調査しました。

SPF C3Hメスマウスに 8週齢から、1日当たり 20 mGy、1 mGy及び 0.05 mGyの低線量率で 137Csガ

ンマ線を長期間照射し、脾リンパ球における転座型染色体異常の頻度を数えました。すると、1日当

たり 20 mGy及び 1 mGyの照射では、統計的に有意な異常増加が認められましたが、1日当たり 0.05 

mGyでは、認められませんでした。低線量率長期照射の場合の線量効果関係は、高線量率（1分当た

り 890 mGy）急照射の場合の二次曲線とは異なり、直線と考えられます。また、低線量率での異常誘

発頻度は、同じ総線量でも高線量率の場合よりも低いことが分かりました。 
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